
アメリカ大統領式モテ心理学 

それでは、今日のテーマは 
「アメリカ大統領式モテ心理学」 
です。よく頂く質問なんですけど、 

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 
女性を口説く時に、 
女性と楽しい会話をするのが苦手です。 

女性を口説く為の会話が苦手です。 
初対面の人と仲良くなるのが苦手です。 
人見知りで口下手です。 

コミュニケーション自体に強い苦手意識を 
持ってるのですが、どう克服したら良いですか？ 

どういう風に自分を変えていけば良いですか？ 
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 



とかって風な質問を良く頂きます。 

会話とかコミュニケーションの取り方って言うのは、
ものすごく大事で、それが下手だと 
女性に嫌われて、振られるケースが増えます。 

他人に舐められる事が多くなります。 

女性にモテなくてセックスできません。 

当然、人気者になれなくて 
「不人気で、さらに嫌われ者」 
っていう風になってきてしまう訳です。 

だから、そのための今回は解決策であり、 
克服する為の大事なマインドセットを 
話していきます。 

こういう言葉があるんですよね。 



どういうものかって言うと、 

「自分を操るには、頭を使いなさい。 
　他人を操るには、心を操りなさい。」 

っていう、これを誰が言ったかって言うと 
「エレノア・ルーズベルト」っていう 
言う人なんですけど、知ってます？ 

カメ「アメリカの大統領」 

なのかな？っていう 

カメ「なのかなっていう（笑）」 

テーマがそれだからね。 

カメ「はい」 

フランクリン・ルーズベルトって言う人が 



いるんですけど。 

アメリカの32代目の大統領ですね。 

第二次世界大戦の時に日本と戦ってます。 
その時のアメリカの大統領。 

歴代最長で大統領をやってたって人なんですけど。 

任期は12年間くらいかな。 
ニューディール政策って聞いたことない？ 

カメ「なんか、聞いたことある」 

授業で多分やってると思うんだけど高校とかでね。

カメ「はい」 

それまでは無かったみたいなんだけど 
公共事業として、ダムを作ったりとか、 



雇用を増やしたりとかっていうかたちで 
貧困問題とかによく取り組んだとかで 
評価されてる人。 

その人の奥さんなんです。 
エレノア・ルーズベルトってのは。 



別に大統領じゃないんですけど、 
「世界のファーストレディー」って言われてて。 
なんで言われてるかって言うと。 

実際、アメリカだけじゃなくて、 
「女性とか黒人の人権問題」に対して 
すごく大きな影響を与えたからって言うことで 
評価されて、いろんな本出てたりします。 

旦那さんと同レベル以上に 
評価されてるくらいの人なんです。 

身長も180㎝の女性だったららしくて、 
ちょっとした逸話なんだけど、 
その女性と大統領はダブル不倫してたみたい。 

カメ「え？」 

エレノアさんは、 



自分のボディガードと不倫してたりとか。 

旦那さんは他に愛人作ってたりとかして、 
別に喧嘩する訳でもなく、 
お互いに恋愛相談をして励ましたりとか 

カメ「え？」 

すごいオープンな関係だったとか、 
あとは同性愛者だったらしいけどね。 

バイなんだろうね。両方いけるみたいな。 

カメ「あー」 

って言う人らしいんだけど。 
これは、別にどうでも良い話なんだけど。 

「自分を操るには、頭を使いなさい 
　他人を操るには、心を操りなさい」 



っていう言葉を残してるんですけど。 

結局、自分を操るとか、 
「操る」って言葉を聞くと 
卑猥とかちょっと他人を軽視したような感じの 
響きに聞こえると思うんですけど。 

要するに、前回も話した理論なんですけど 
「3つの脳」っていう話を僕はしますよね。 

例えば「ハ虫類脳」っていうのは 
本能に忠実なワニとかカメとか恐竜とか 
爬虫類系の動物が持ってる特徴のことで、 

食べる、セックスしたり、レイプしたりとかさ 
本能に忠実だよね。 

「ほ乳類脳」は、人と仲良くしたりとか。 
犬とか、猫とか、なんかそういう愛玩動物って 
言われてる動物達を見たらイメージしやすいと 



思うんですけど、そういう感じだよね。 

それに「人間脳」っていうのは、 
合理的に計画を立てたりとか論理的な役割。 

っていう脳みそを話しています。 

簡単に言えば、この言葉を 
「自分を操るには人間脳を使いなさい」 
っていう意味で僕は捉えているんですよね。 

で、 

「他人を動かすには”爬虫類脳”とか”ほ乳類脳” 
　を刺激しよう」 

と理解しているわけです。 

結局のところ、僕らが女性を口説くって 
いうときにやるのは「他人を動かす」 



ってことなんだよね。 

「行動心理学」のカテゴリーにもなってくると 
思うんですけど、色んなものがあります。 

経済学で流行りの「行動経済学」 
とかもそうですね。 

結局「他人を動かす」って事は、それによって 
「彼女にする」「セックスをする」とか 
「惚れさせる」「仲良くする」 
って事をやっていきますよね。 

相手を動かすためには、 
「自分の心と感情をコントロールする」 
って大事だしね。 

「他人の感情、他人の心を刺激する」 
って事が大事な訳だよ。 



だから「女性の本能的な欲望」だったりとか、 
爬虫類っていうか仲良くするためのとか、 
感情学習って言う風に言ってますけど。 

そういう事をしてくのが大事。 

いつも言っているように「快楽」を与えていく。 
一緒にいて、一緒に話してて、楽しいとか。 
この人カッコいい、この人面白いとか。 



この人といると居心地が良い、 
フィーリングが合うとか、 
そういう感覚を与えてくことが大事。 

そのためには、それを与えていくためにはね、 
どうしたら良いかっていうと 

「心理学を学ぶ必要がある」 

ってわけですよ。 

これは、今でもなんとなく分かってると 
思うんだけど「心理学を学んだら役立つのかな」 
と思うことは思うでしょ？ 

カメ「はい」 

思うだろうけど、 
明確に心理学を学ぶっていうよりは 
どっちかっていうとトークフレーズがとかさ 



ファッションとかさ、 
一重を二重に手術した方が良いのかなとか 
筋トレした方が良いのかなとかさ。 

何を目的にした行動をしているのか 
分からないよね。 

カメ「はい」 

そうじゃなくて、僕らが見るべきってのは 
「女性の心」なんですよ。女性相手であればね。 

例えば、営業とかしてて、 
営業じゃなくてもそうなんですけど、 
ビジネスとか会社とかで働いているなら 
「お客さんの心」を見なきゃいけないですよね。 

相手の心の欲望を刺激して、快楽を刺激して、 
相手の心を動かす必要がある。 



そのために心理学、女性の心を学ぶ。 

心理学をベースに僕らのファッションとか、 
見た目も変えていく。 

別に、二重にしたからモテる訳じゃないんだよ。 
ただのプラスになりうる要素の一つに過ぎない。 

心理学がベースなんだよね。 
「女性の心の動き」がベースって事。 

これは、筋トレとかもそうだし。 
トークとか、ユーモアとかも全部同じ。 

すべてのトーク、ルックス構築、なども 
女性の心理学を土台にする必要があるわけ。 

「心理学を熟知すること」 
に集中してほしいんだよね。 



「女性心理を知ること」が答えなわけだよ。 

みんな、答えを分かってないのに 
なんか推測で色んな無駄な事やってんだよ。 

だから、上手くいかない。 
女性の心が答えなわけです。 

だから、心理学っていう部分もあるけど、 
「女性心理を理解する必要がある」ってこと。 

じゃあ、 
どんな心理学を学べば良いのかっていうと、 
カメさん大学中退してるけど、 

カメ「はい」 

心理学科だったよね。 



カメ「心理学科でした」 

どういうのを学んでた？ 

カメ「えー」 

パッと思いつく理論とかない？ 

カメ「それこそパブロフの犬とか」 

うん 

カメ「あとは、色々やったんですけどね」 

覚えてない？ 

カメ「覚えてない」 

なるほどね。色んなのあるけどね。 



心理学の実験ってのも。 

行動心理学とかであれば、 
理由付けがどうのこうのとか。 
色々あるけど、どんな心理学を学べば良いのか。 

特に恋愛って部分って 
「使える理論」を学ばないと意味ないよね。 

実践で使えない理論を学んでも意味ない。 

やるべき事ってのは、3つなんだよね。 

1つ目は 
『何をされたら人は喜んで嬉しがるのか？』 

２つ目は 
『何をされたら人は不快感、嫌悪感を 
　感じるのか？』 



３つ目は 
『どうしたら人を行動させることができるのか？』

この３つなんだよね。 

「女性とコミュニケーションを取っていく中で、 
　快感、不快感を与えていく」 

そして、その上で 

「どうやって行動デートを応じさせることが 
　出来るのか？」 

ホテルとかＨとかに導くことに出来るのか？ 
惚れさせる事とか「行動をとらせる話」ね。 

セックスしたいなら、 
「どうしたらエッチの方に持っていく事が 
　出来るのか？」 
を考える必要がある訳。 



行動させるっていうノウハウって 
たくさん出てると思うんだよ。 

フット・イン・ザ・ドアだっけ？ 

カメ「はい」 

ダブルバインドとか色々あるじゃん？ 
あれは、どっちかって言うと 

「行動させる為の心理学」 

まあ、あれはあれで使えないこともないんだけど。
心理誘導の１つとしてね。 

でも、その前の大前提が大事。 

もっと大事なのは 
「快楽を与える。不快感を避ける」って事。 



そのための心理学を学ぶっていう事で 
モテるようになっていく。 

トークっていうのも、なんか適当にバババって 
楽しそうに話すのが心理学とかモテるトーク 
とか、そういう訳じゃないんだよ。 

ちゃんと女性を喜ばせるポイントさえ 
押さえておけば、別に口下手でも良いし、 
口数多くなくても良いのさ。 

ポイントポイントさえ抑えとけばね。 

そのための心理学を学びましょう 
って言う話だね。 

そのためのね。具体的な話ってのは、 
これからメルマガだったりとか、 
色んな講座とかで話してくんで、 



そっちを聞いてほしいんですけど。 

まずは 
「マインドセットのシフト」 
（新しい思考パターン、世界観、価値観 
　に変えていくこと） 

をして欲しいんです。 

それってのは、心理学、女性の心理、女性の心 
ってものを学ぶ。それが、答えだから。 

それに対してもっと具体的に話すと、 
「快楽」のこと。喜ばせる、嬉しくさせる。 

っていうのポジティブなもの。 

もう一つ、 

どうしたら不快感とか嫌悪感を感じるのか？ 



って事。最後に、 

「どうしたら行動、アクションを 
　実際に取らせる事ができるのか？」 

って事をこれから学んでいって 
欲しいんですよね。 

僕自身もこれから具体的な恋愛テクニックは 
話していきますけど、テクニックってのは 
たくさんあるけど、 

これから学ぶテクニック、 
知っているテクニックって言うのは 
「どれに分類されるのか」 

って言うのを考えながら学んで欲しい 
ってことだよね。 



それが、僕自身が新しいものを学習する際に 
すごく大事にしてること。 

実際に経験して実際に色んな女性とね。 

この学習法を活用して、 
セックスしたりとか、 
惚れてもらったりとか、 

ホストやヒモをやってた時だったら 
貢いでもらったりとか、っていう方に 
繋がってるやり方ですね。 

「自分を操るには、頭を使いなさい 
　他人を操るには、心を操りなさい」 

っていう事です。 

それでは、今日はコレで終わります。 



今日も一日楽しんでいきましょう！ 

ジゴロパンダ 


